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項 目 要   約 

１．研究開発の概要 

 

実用化高速炉炉心材料の溶接施工方法を向上させるため、近年、新た

に開発された摩擦攪拌接合を実機に想定されるフェライト鋼ラッパ管

に適用して、接合温度、継手強度、微細構造に及ぼす接合条件の影響を

明らかにし、炉心材料接合部において最適な強度を得るために必要な接

合条件、接合温度、継手強度、微細構造に関するデータベースを確立し

て、先進的溶接施工技術の確立に資する研究を実施した。 

 

２．総合評価 
S 

・これまで行われたことのないPNC-FMS鋼とSUS316鋼の異材継手に摩擦

撹拌接合技術を適用し、ツール温度の計測法を高度化することにより、

多くの条件下での接合実験を実施すると共に、接合部の微細組織を精緻

な方法で解析する等してデータベース化し、良好な接合が可能であるこ

とを実証しており、優れた成果が挙げられている。今後は他の材料への

適用等、摩擦撹拌接合技術の広範囲な分野への展開を期待する。 

 

 

Ｓ）極めて優れた成果が挙げられている 

Ａ）優れた成果が挙げられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果が挙げられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんど挙げられていない 

 

 


